
回数 年月日 題目

第32回
2016年4月25日

胡格吉夫（フグジフ）（岡
研究室）

客員教授 私の民間文学研究

第33回
2016年5月23日

丁澤剛・鄒立龍（佐藤研
究室）

客員准教
授・助教

丁“Synthetic Aperture Radar Imaging in Beijing Institute of
Technology”、鄒“Environmental monitoring and disaster
mitigation by Synthetic Apertureradar.

第34回
2016年6月27日 金丹

客員研究支
援者 東アジアにおける国際分業と環境負荷構造の変化

第35回
2016年7月25日 大石侑香（高倉研究室）

日本学術振
興会特別研
究員

魚を食べるトナカイ―冬期追集作業における魚の給餌とその
技術継―

第36回
2016年9月30日 藤井真湖（岡研究室）

客員研究支
援者

『元朝秘史』を英雄叙事詩研究を土台として構造研究する方
法論とその課題

第37回
2016年10月31日

マリコベッツ・ウラジミー
ル（辻森研究室）

客員教授 シベリアのダイヤモンド鉱床とその探査

第38回
2016年11月28日 平野尚浩（千葉研究室）

日本学術振
興会特別研
究員

東北アジア地域におけるタニシ科貝類の遺伝的分化

第39回
2016年12月26日

シャグダルスレン・ツェベ
ル（栗林研究室）

客員教授 Historical Survey of Mongolian scripts

第40回 2017年1月30日
ニコ・ジョヴァンニ（佐藤
研究室）

客員教授

How microwave remote sensing can provide useful
information about the changing earth environment and the
effects of human activities

第41回
2017年2月27日

パプコフ・セルゲイ アン
ドレーヴィッチ（寺山研究
室）

客員教授 現代ロシアにおけるスターリニズムの記憶と遺産

第42回
2017年3月27日 井上岳彦（岡研究室）

日本学術振
興会特別研
究員

ロシア帝国はどのように仏教と向き合ってきたのか：問題の所
在と今後の発展性を中心に

東北アジア研究談話会　2016年度　 
NE Asian Studies Afternoon Talks 2016

趣旨:　コーヒー・お茶を飲みながら研究発表を聞き、センター内研究交流・親睦を深めるとともに、共同研究等の企画着想の機会を提
供する。

開催時：センター全体会議と運営会議の間の25分間（発表15-20分＋質疑5-10分程度）

話者（受入教員）


